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総体的展望を与えている。 l但し，ヒュー ムは省かれている。コ他に， Skinner， A.. Ecmwmics 
仰 dHis加叩-Thescouzsh師 lightet明 'lent，Scottish Journal of Politi団 l長田omy，Vol. 
12. Feb. 1965.またスコットラ γ ド歴史学派を含むスコットランド啓蒙については水田洋氏の一
連の論稿全言参照Dこと Skinnerの一連の研究については小林昇氏の批評， W'J寸本昇経椅学史
著作集 V J目ステュア トJ1977，未来社， Aの五を，及びミーク田社会発展の囚段踊説D生成
ー展開史をフォローした普作，So口'alScience and the 19noble Savage， Cambridge， 1976 
に関しては，木崎喜代治氏による紹介，専修大津社会科学研究所年報 No.153. 1976. 6小林昇
氏の批評， [I"'J林昇経済学史著作集E 国富融研究(2)J1976， 未来社， 所収"国富論， <')歴史
慢と原始蓄積」の五を参照のこと。













偶因 chance と原因 cause の区別が精細な識別力と慎重な取扱いを要する理
由の説明から始めている。
ヒュームによれば，との区別には適用しうる一般的原則がある。すなわち，















4の) Q〆th加eRi“'se and P.，可噌r汐7開可ぜ引e白s“，af 凶eA丙sand S.止ヒ2
H.G雷曲e鳥， ，主仁h恥ePhilo町9岬σ唖Jρohiた'cal"司杭スo町れ品ksof Da叫idHume. Vo1. 1口11.(1875)， 1四91臼2 以下引用
注はベ ジ白みを記すa なおζの論説白テ マは挟ぐは r政治論集Jl (1752)の「技芸における
洗練についてム広くは『イギリス史』 α754-62) <V一環となって行く.
























5) pp. 174-5 
6) へγ リ vr世の法令をさす固なおこ白法令と産業活動の増大がイ γグラ γ ドにおける貴族の没
落と平民自上昇田原因だとする認識は『イギりス史』のヒュー ムが再確認した4のでもある.さ
しあたり田中敏弘「政治思想におけるヒュ ムとスミスム経済学論究， 30-2， 1976， 7.17ペ ク
1 参照.(この論稿は後掲の著書を中心とするヲォ ヅズりヒ ι ム研究の包括的な紹介である司〉
7) pp. 165-6 

























8) pp. 176-7 
9) p. 177 

























































15) p. 179 
16) pp. 180-181 

























17) p. 181 
18) pp. 181-18<! 
19) p. 182 






















zο) p_ 18'2-3 
21) ζ の点は『道穂・政治論集』第二版(1748) にI~ め bれた「国民的性格について」と題する論
説で白論点である。この論説はヒュームがモンテスキュ 風土論批判官意図したものである。
さしあたり大野精三郎 fMontes.quiel とHumeJ経済研究 18-2.1967.1irf Paul E. Cham-
ley， The白n.flictbe加 eenMontesquieu and Hume， A Study OT the Origin5ザ Adam
S叫品、 Univ町 .sali5nt，in Essays on Ada間 Smith，O. U. P. 1976. ~審問。後者はモンテ
スキュ一日『法の精神J0成立 刊行とヒュ←ムの該論説の成立との時晶明甘先後関毘を考証し
て，該論説がモンテスキュー 批判を意図したものであるこ二とを確定しようとしている。
22) I自由は市民社会甲骨成であるJ(1統治の起源についてJ)p. 116 























23) p. 183 
24) pp. 185-6 
25) Artsが18世泊に多様な意味に使われたことについては， E. A. J. JQhnson， Pred.町田50rsuJ 
Adam Smith (1937)， .Repnnt. 1965. Chap. VIIIに詳しい。この論説でのヒュー ムの ArtsOJ 
用い方は広義ではあらゆる技巧(話術をも古む〉を，狭義では生活必需品生産投術を指すほどに
広い。


























26) p. 186 
27) pp. 186-7 


























28) pp. 187-8 
29) p. 191. 



























民的自由についてJ)p. 162. cf. p. 223 
31) pp. 192-3 
























32) pp. 195-6 
33) 周知のように『政治論集』白経済論説ではインダストリエ著笹=農工分業の拡大という形で社
会¢発展に背骨が与えられる a とイに小林昇「経簡学の形成井代J1961 未来社，第一，ニ章を
参照。



























35) p. 179 
36) Ofα叫 'lLiberty テキストは注のと同じ p


























37) p. 161 
38) P. 106. 
39) Ibid 
ヒL ムーの芋問ー 技芸論 (97) 97 























40) p. 162. 
41) Ib低
42) p. 158， 195 
43) 大野精三郎『歴史家ヒュー ムとその社会哲学j1977，岩波書庖， とぐにEの第三章， D. For-
bes， Hume's Philosophical Politics， Cambridge U目 P.1975 及び田中轍弘前掲論文を参照
さオ比たいー
98 (98) 第123巻第 1. 2号
自身の政体をほとんど脅かす不都合」であって i公財政古川、足すれば，租税
の増大によって，あるいはなお恵い ζ とに，私たちの公的な防衛不能によって，
私たちは私たちのまさに自由を呪い，私たちをとりまいているすべての諸国民
と同じ隷従を願うように」なりかねない。そうならないようにイギリスは公財
政の節約を増大させねばならなc"ヘ
とうしてヨーロッパ主義者ヒヰームは，政治的には. i自由なまた絶対的な
政体が，対外的および圏内的運営の双方において，善に向う大変化をこうむっ
たJ45) とL寸大局的認識に立ちつつも，国際政治上では，バランス・オブ・パ
ワーと，商業・外交による交通の発展→相互理解に，また内政上ではことにイ
ギリスの公債問題の解決とフランスの絶対主義徴税機構の改革に期待するとい
う立場を押しだしているのである。
「道徳・政治論集』のとくに「学問・技芸論J.(次いで「市民的自由につい
てJ) で素描された文明社会史論は，すでに知ったように，そのテーマに即し
て政体の比較論をベースにして，文明社会の総体的構造変動の理論を展望す
るものであった。そこでは示唆されるだけにとどまった勤勉，著修，商業，租
税，公債等の論点は r道徳・政治論集』 のみ法意識を継承した『政治論集』
(1752)の経済論説において，経済学り視角から独立レたテーマとして論じら
れるに到る。すでに前者に存在した専政・独占批判=自由・競争支持，奴隷制
批判 Artsの輸入等のモティァフも後者では，経済学のベースで限定され具
体化されて捉え直される。そして前者の文明社会史論は本格的な史論としての
『イギリス史j (1754 -62)に適用・継承されて，結実する."。その意味では.
と〈に「学問・技芸論」は豊かな成果をはらむものであった。
44)ι上，引用は pp.162-3 
45) p. 1回.
46) イギリス史』については，前掲大野.F.町 bes両氏の研究を参照されたい。
(1978年6月〕
